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1．は じめに

　昭和 45年か ら東京教育大学、筑波大学 に 勤務

して い た殆 ど の 年月、学部 ・大学 院で の 教育 と

と もに、市 川国府台地 区で 附属聾学校 と連携 し

た 特殊教育内地留学生 の 現職 教 育 に携 わ っ て き

た。授 業実習や検査法等 の 演習 を含 む理 論 と実

践 の融 合 したプ ロ グラ ム を提供 し 、 約 250名 の

修 了者 の 中か ら聾教育 や難聴教育の リ
ーダ

ー
的

教員が 数多 く育 っ た が 、免許状 の 取得 や 上進 に

結び つ か な い こ とが 問題で あ っ た 。 平成 14年 に

心身障害学系 （当時）、附属学校教育局 との 連携

で 免許法認定講座 を立 ち上 げ、平成 16年度よ り

特別支援教 育研究 セ ン タ
ー

の 事業の
一

つ と して

位置づ けた の は 、附属学校 と連携 した現職研修

プ ロ グ ラ ム に免 許法上 の 単位 を付 与す る 第
一

歩

で あ っ た。また 専修免許状 レ ベ ル プ ロ グ ラ ム と

して の 現職 教員対象 1年制修士課程 を構想 した

が 、 こ れ は特別支援教 育体制 にお け る現職教員

リカ レ ン ト教育 へ の 寄与 を 目指す もの で 、附属

特別支援 学校 5 校 を もつ 筑波大学の 教育的資源

を社会還元 す る有効 な仕組 み に な る と考 えた。

生涯学習の 必要性が ます ます高 まる今 日、障害

児教育 に携わ る教員 の リ カ レ ン ト教育 の 制度化

と内容の 多様化 ・重層化 は 、今後の 教育行政 に

と っ て も 、 教員個 人 の 教 師と し て の 成長 に と っ

て も不可欠で ある。

2 ．現職教員 リカ レ ン ト教育の 課題

現 職教育 に おい て は 、 教育実践経験者を対象

とす る ため 、 最新 の 知識 ・理論 の 学 習 と教育実

践力 の 向上 を融合 しうる ような プ ロ グラ ム が 必

要で ある 。 障害 の 種別 、 年齢 ・発 達段階別 に 、

あ る い は特定 の 課題 に即 し て 、直接 に子 どもと

関 わ り、個別評価 ・指導や グル ープ指導が経験

で きる場 を確保 して、経験深 い 教員 か ら指導 ・

助言 を得 る こ とが 出来 る よ うにする こ と は 、教

員養成 の 段階 よ りさ ら に 有効性が大 きい 。 そ の

た め 附属学校 教員 を大学 の 現職教育事業に組織

的 に位置づ け、連 携 ・協力体制 を構 築す る こ と

が肝要で ある 。 教 育養成部会 の 特殊教育免許 の

総合化 に関す る ワ
ー

キ ン グ グ ル ープの 議論 に お

い て 、 教員養成 を補完する 現 職研 修の 必要性や 、

教員養成課程に お ける現職教員 の 非常勤 講師 と

し て の 登用 な どに つ い て も検討 さ れ て きた が 、

さらに もう
一

歩踏 み込 んだ大 学 と附属学校の 関

係強化が望 まれる 。

　 特別支援 教育体制 へ の 移行過程 で あ る 現在、

Table 　1 特別支援教育体制 にお け る専 門性の 継

　　　承 と発展

L 各障害教 育 の 専 門性 の 確実 な 継承

　 ＊ 各障害の 特性の 理 解

　 一般 的理解 （機能、活動 の 制 限、参加の制約の 視点で ）

　 年齢 に 即 して
・
発達 に即 して

　 個別の 条件 に即 して 〔障害発 生 の 時期、程度、環境等）

＊ 各 障害 に対 す る 教 育的対応 （指導法）

目 白大学

2 ．特 別 支援教 育体 制 下 に お い て 新 た に 培うべ き専 門性

　＊ 特別支援学校 の セ ン ター的機 能 に関 わ る専 門性

　 発 達 評価 に 関わ る 専 門性、重 複障害 に 関 わ る 専門 性 の

　 相互 活用

　 関係機関〔教 育機関、他 機 関）、地 域 と連携する専門性

　 ＊ LD ，　 ADHD ，自閉 症 に 対 す る 理 解 と教 育 的 対 応

　 　に 関わ る 専門性
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改正 され た免許法 に よ る教員養成 の 結果 が現 れ

て く る ま で 、現職教員 リカ レ ン ト教育は特に 緊

急性 を もっ て 取 り組まれ る べ きで あ る と考 える

が 、表 1 に そ の 内容的課題 をま とめ た 。 こ こ に

見る よ うに 、

一
方で 、こ れ まで の 障害児教育 の

専 門性継承 を確 実にす る ため 障害 の 理解、指導

法 な ど障害種 別の 専門性 に 関わ る プ ロ グ ラ ム が

必 要で あ り、他方 で 、特別支援教育体制 へ の 移

行 に対 応 して 、 コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ ー養成 プ ロ グ ラ

ム や 、相談支援体制 な ど特別支援学校の セ ン タ

ー的機 能 に関 わ る 研修 プ ロ グ ラ ム が 必要 で あ

る 。 さ ら に 新 た に特別 支援教育の 対象 と位置 づ

け られ た LD
，
　ADHD ，自閉症の 理解 と指導法に関

わ っ て 専 門性 を構築す る ため の プ ロ グ ラ ム が 求

め られ て い る 。

　 3．教 員研修、現職教育の 多様な在り方

　教 員 に と っ て は 日々 の 授業そ の もの が等 し く

与 えられ て い る 大 きな研修機会で あ る と言える

が 、こ こ で は仕 組み と して の 教員研修 、現職教

育の 在 り方 を考 えてみ た い
。

　学校 におけ る教員研修 は、保護者 の 期待に応

え る 学校 体制作 りの ため の 日常 的研修、主 に経

験 の 短い 教員 を対象 とす る専 門性 の ス キ ル ア ッ

プの ため の 研修、
一

定以上 の 経験 を もつ 教 員 を

対象 と した リ
ー

ダ
ー

研 修や キ ャ リ ア ア ッ プ研修

な ど 、 目的が 分化 し始め て い る 。 こ れ ら の 研修

の 実現は 、地域の 教 育行政や 学校 と して の 課題

で ある と と もに 、 教 師個人 の 意欲や ニ ーズ に支

え られて こ そ活力あ る もの に な る と 思 わ れ る 。

特 に リ カ レ ン ト教育 に つ い て は リ
ー

ダー養成 と

Table　2 特別支援教育担当教員の研修機会

1．On 　the　Job　Training（校内研修）

　 　 単発型、シ リ
ーズ 型

　 　 内部資源型、外部資源型

　　授業研究方式、ケ
ー

ス 会 議 方式、講義 ・実習方式

2 ．Off　the　J。b　Trai且ing （校外研修）

　　 個人 参加 、集団参加

　　 短期型 、 長期型

　　 自主参加、 派遣参加

　　 研修、リ カ レ ン ト教育

して 組織的 に計画 され る 側面 と教員個人 の キ ャ

リ ア ア ッ プ ・ニ
ー

ズ に応 え る側面 が 必 要 で あ

る G

　 今後 、 研修 内容は 、 各障害教育の 専門性 に関

わ る も の と特別 支援教育体制 へ の 移行を促 進す

る も の か ら構成 され 、対 象も特別支援学校教員

か ら小 ・
中学校等教 員へ と拡が っ て い くと期待

され る 。 研 修担 当者 も、教員、教員 OB 、教育

行政 職者か ら大学等研究職者 、 さ らに社会 の 多

様 な人 材 に 及 ん で い く も の で あ ろ う 。 研修 の機

会 ・方法 も多様化 し て 当然で あ る 。 表 2 に 多様

な研修機会に つ い て ま とめた 。

　 こ れ ら の 研修機会 は、既 に各地 域 、学校 で 展

開 され て い る もの で あるが 、現実 に は学校単位

に お い て も 、 教 育委員会単位に お い て も意 図的

に構造化さ れ て い る場合 は少 ない
。 今 回 の 大 き

な制度転換 を成功 させ て い くた め に も 、 学校 教

育 の 充実の 観点、教 師個 人の 成長 の 観点か ら、

多様 な研修機会 の 構造化 を長期 ス パ ン で 意図的

に 進め る べ きだ と考 えられ る 。

　 4 ．教員の リカ レ ン ト教育にお ける大学の 役割

　特別支援教 育 における専 門性が確立 ・
発 展 し

て行 く上 で 、学部、大学 院が 教員研修 や リカ レ

ン ト教育 に果 た す役割 は大 きく、附属学校を も

つ 場合 は 、そ の 活用 を含め て期待 に応 えて欲 し

い
。 多様化 して きた教員研修 ニ ーズ を把握 して 、

各障害教 育 の 専 門性の 継承 に 関わ る基本 的な ニ

ーズ に確実に応 える と と もに、当面 す る 課題 に

対 応 す る 柔軟 な プ ロ グ ラ ム も企 画 す べ きだ ろ

う 。 学校等で の 研 修へ の 大学教員個 人の 協力 は

従 来か ら多 い が 、テ
ー

マ 別 に グ ル ープ を組 ん だ

派遣 型研修 な ど の 創 出 も期待 され る 、

　さ ら に 大学本来 の 事業 と して 、よ り多くの 教

員が受講可 能とな る短期、長期の リカ レ ン ト教

育課程の 設 置 を望 み た い 。 最短距離に ある も の

と し て 、修 了年 限の 弾力化、教 育課程 に お け る

高 い 実習比 率、実務家教 員 を含 む教員組織な ど

の 要件 を含 む教 職大 学 院 の 登 場が 歓迎 さ れ る

が 、 要は現職教員 に と っ て 入 りや す く続けやす

い 大 学院課程 と して 、 実践性 に 富 む多様 な修学

形態 が 準備 され る こ とが必要 だ ろ う 。 公 的派遣
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教 員だけ で な く、個人 ニ ーズ に よ る 入学が容易

に なる よ う、 夜間課程と の 科 目履修の 相互乗 り

入 れ 、授業の ネ ッ ト配信 、附属学校で の 実習 ・

演習時間の 確保、修士論文相 当の 実践研 究論文

の 設定 な ど、大学 と し て 創意工 夫す べ きこ と は

多 い 。

　 4 月か ら設置予定 の 筑波大学大学 院特別支援

教育専攻 に は、カ リ キ ュ ラ ム に 継承 すべ き専 門

性 と新 た に発 展 させ る べ き専 門性が含 まれ る こ

と、附属特別支援 学校 5 校 と連携 し 、 附属学校

教 員をス タ ッ フ に含ん で 附属学校で の 実習 ・演

習 の 機会 を設 定で きる こ と、授 業実習 ・研究 、

評価演 習、個別 の 指導計画 ・教育支援計画作 成

演習、ケ
ー

ス ス タデ ィ等、多様 な授業 内容 ・形

態 の 展 開が 可能な こ と、夜 間修士 課程 との 相互

乗 り入れ 、 筑波地 区 との 連携 な ど に よ り柔軟な

履修 の 仕組み作 りが 可 能 なこ と、等多 くの 点で

期待が大 きい
。

　冒頭 に述 べ た 国府 台内留生 教育 の 仕 組み が 、

新 た な流 れ の 中で 障害種 を越 えて拡大 し、名実

共 に理論 と実践の 調和 した リカ レ ン ト教育 と し

て 生 まれ 変 わ る こ とを切望 し て い る。
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